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令和４年度 

装具療法地域連携対策委員会フォローアップ研修会（多職種対象）のご案内 

 

拝啓 皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は本会の

運営に多大なるご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。 

 昨今、脳卒中後遺症の方では下肢装具を作製し、デイケアや短時間型デイサービスなどを

ご利用にならず、在宅生活を継続される方もおられます。長年、在宅で生活をされるなかで、

身体の変化や装具の故障などに気がつかず問題になることも見受けられます。 

 現状を踏まえ、当会は令和３年度より①装具療法に関わる理学療法士の知識・技術の向上、

②装具作製後のフォローアップに関する地域連携・システムの構築、③必要な方に対して適

切な装具が行き渡るための関係職種への普及・啓発活動を目的に装具療法地域連携対策委

員会を設置しました。 

今回、普段地域で活動されている多くの職種の皆さまを対象に装具をより身近に感じて

頂きたく、装具に関わる上で必要な知識や制度、相談先についての研修会を企画いたしまし

た。装具に関する疑問を解決できる、きっかけになればと思います。 

なお、本研修会は新型コロナウイルス感染症の感染予防のため、オンライン開催といたし

ます。多くのご参加を心よりお待ち申し上げます。 

敬具 

記 

1. 日時：令和 5 年 1 月 20 日(金) 19:00～20:30 

2. 開催地：WEB 開催 (Ｚoom ミーティング) 

3. テーマ：「脳卒中の在宅のケア～下肢装具を中心に～」 

講義 １）装具療法について 

   ２）装具の制度について 

 



4. 講師：飯塚 有子 氏 (理学療法士) 

     石井 佑穂 氏 (理学療法士) 

5. 対象：介護支援専門員、看護師、相談員（生活相談員）、理学療法士、作業療法士、 

言語聴覚士、介護福祉士、社会福祉士、健康運動指導士、柔道整復師師 等 

6. 定員：200 名 

7. 参加費：無料  

8. 申し込み方法 

・右記 QR コードからお申込みをお願いします。 

・申し込み後のキャンセルは必ずご連絡をお願いします。 

 

9. 申込期間 

【令和 4 年 12 月 1 日(木)～令和 5 年 1 月 16 日(月)】 

※定員になり次第、〆切となります。 

・申し込み後、自動返信メールの送付をもって受付完了と致します。 

・返信メールが届かない場合は、受信リストに 

「 sougutaisakuiinkaitasyokusyu@gmail.com 」を登録後、再度申し込みを宜しくお願

い致します。 

 

10. 研修会へのアクセスおよび注意事項 

・参加者の方へ後日メールにて連絡致します。 

 

11. お問合せ先 

Email： sougutaisakuiinkaitasyokusyu@gmail.com 

担当者：吉田裕亮（介護老人保健施設 雪見野ケアセンター） 

※必ず件名に「R４装具療法地域連携対策委員会（多職種対象）について」と記載して

ください。 

※なお、お問合せはメールのみとしておりますので、施設への電話はお控え頂きますよ

うお願い申し上げます。 

 


